
１．井上ひさしの CDコレクション

井上ひさし（1934-2010）が新国立劇場のために

書き下ろした音楽劇 5 作品については，近年，井

上が担当プロデューサーの古川恒一宛に送った手紙

が出版され（井上2013，2015），創作過程をたどれ

るようになった。このうち，『紙屋町さくらホテル』

（1997年10月22日初演）以外の 4 作品－「東京裁判

三部作」と称される『夢の裂け目』（2001年 5月 8

日初演），『夢の泪』（2003年10月 9 日初演），『夢

の痂』（2006年 6 月28日初演）の 3 作品と『箱根

強羅ホテル』（2005年10月 9 日初演）では，劇中

歌は井上が自分で選んだ歌曲のメロディに作詞した

ものを用いており，筆者は「東京裁判三部作」の劇

中歌の創作過程を考察している（坂本2014）。井上

は「東京裁判三部作」の劇中歌にクルト･ヴァイル

Kurt Weill（日本ではワイルとも表記する。1900-

1950）のメロディを集中的に選んだ。それが可能

だったのは，古川が回想しているように，井上が

「クルト･ワイルの全楽譜掲載の本や貴重な音源テー

プを所有していた」（井上2013 : 50）からである。

もともと音楽が好きな井上は自宅に大量の CD を所

蔵していた。市川市文化振興財団の小坂裕子は次の

ように報告している。

書斎にはたくさんの CD がいくつものラックの

中に入っていて，もっとも目についたのはガーシュ

ウィンで，「ラプソディー･インブルー」が入った

ものだけで何枚もありました。ラフマニノフのピ

アノコンチェルト，クルト･ワイルの「三文オペ

ラ」などなど。そして美空ひばり，ちあきなおみ

も大好きと奥様は笑いながらお話ししてください

ました。（「てこな･ミューズ･ジャーナル」2010

年11月号）。

井上の CD コレクションにはやはり『夢の裂け目』

で多用したヴァイル（ワイル）の「三文オペラ」が

入っていた。『夢の痂』執筆時にも井上は古川に

「音源 CD，全部揃っております･･･いつでもお渡し

できます。月曜の夜にお返しいただければ大丈夫で

す。」（井上2013 : 339）と書き送ったが，CD の中

には美空ひばり（1937-1989）の「上海」（『夢の痂』

劇中歌「天の贈り物」原曲）が入っていただろう。

「東京裁判三部作」ではガーシュウィン（日本では

ガーシュインとも表記する。1898-1937），ラフマ

ニノフ（1873-1943），ちあきなおみ（1947-）の

CD は使われなかったが，井上は好みの CD を収集

する一方，劇作家として CD コレクションを創作に

利用することも忘れなかった。

井上の CD ラックは彼の宝箱であり作劇の道具箱

でもあった。現在， CD ラックの中身は非公開であ

るが，古川宛の手紙の中に井上が創作用に選んだ

CD に関する記述を拾い，そこから現物を推察する

ことは可能だろう。その上で CD コレクションの活

用という観点から井上の音楽劇の創作法の一端を明

らかにしてみたい。
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２．ヴァイルのCD

井上は『夢の裂け目』の構想段階で劇中歌の原曲

候補となるヴァイル･メロディ10曲（表1の①から

⑩まで）を古川に提示した（井上2013:49-50）。

実際には10曲中3曲は未使用に終わり（表1の⑤

⑥⑨），代わりに執筆中に新たに5曲を選び（表1

の⑪から⑮まで），最終的には12曲のヴァイル・メ
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表１．『夢の裂け目』におけるヴァイル･メロディ＆劇中歌とＣＤ収録状況

ヴァイル･メロディ＆『夢の裂け目』劇中歌
［ ］内は作品名

（ ）内は『夢の裂け目』での使用場面

CD収録状況

レーニャ盤 オッター盤 レンパー盤A レンパー盤B

①マック･ザ･ナイフ
TheBalladofMacktheKnife（Moritat）［D］
［裂］マック･ザ･ナイフ（カーテンコール）

〇 〇

②ビルバオ･ソング
BilbaoSong［H］
［裂］紙芝居ソング（Ⅰ-2，3）

〇 〇 〇

③スラバヤ･ジョニイ
Surabaya-Johnny［H］
［裂］スラバヤジェニィ（Ⅰ-5）

〇 〇 〇

④アラバマ･ソング
AlabamaSong［M］
［裂］学問ソング（Ⅱ-6）

〇 〇

⑤セプテンバー･ソング
SeptemberSong［K］
［裂］使用予定→未使用

〇 〇

⑥マイ･シップ
MyShip［L］
［裂］使用予定→未使用

〇 〇

⑦サガ･オブ・ジェニィ
SagaofJenny［L］
［裂］しゃべる男（Ⅰ-１，Ⅱ-9）

〇

⑧スピーク･ロウ
SpealLow［O］
［裂］父さん（Ⅱ-8）

〇 〇 〇

⑨シング･ミー･ノット･ア･バラッド
SingMeNotABallad［F］
［裂］使用予定→未使用，［痂］使用予定→未使用

〇 〇

⑩ソロモン･ソング
SolomonSong［D］
［裂］伝道士の娘のワルツ（Ⅰ-4）

〇

⑪バルバラ･ソング
BarbaraSong［D］
［裂］柳橋ソング（Ⅰ-3）

〇 〇

⑫デン･ヴィー･マン･ジッヒ･ベテット
DennWieManSichBettet［M］
［裂］日常生活のたのしみのブルース（Ⅱ-8）

〇 〇

⑬人生は一度だけ
OneLifetoLive［L］
［裂］ズキン！（Ⅰ-2，5，Ⅱ-6）

〇

⑭グリーン･アップ･タイム
Green-UpTime［LL］
［裂］フツー人行進曲（Ⅰ-5，Ⅱ-6）

〇

⑮ハバナ･ソング
＝あら，考えてよ，ヤーコブ･シュミット
HavanaSong［D］
＝Oh,thinkitover,Mr.JakobSchmidt
（Anhang）［M］
［裂］夢の裂け目（Ⅱ-7）

〇
〇



井上ひさしが愛したCDと創作への活用
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表２．『夢の泪』と『夢の痂』におけるヴァイル・メロディ＆劇中歌とＣＤ収録状況

ヴァイル･メロディ＆『夢の泪』，『夢の痂』劇中歌
［ ］内は作品名

（ ）内は『夢の裂け目』での使用場面

CD収録状況

レーニャ盤 オッター盤 レンパー盤A レンパー盤B

①『イエスマン』No.6
・DerJasager・No.6
［泪］わたし，判らない（Ⅰ-2，3）

②『イエスマン』No.10
・DerJasager・No.10
（泪）朝の唄（Ⅱ-6，7）

③私は異邦人
I・mAStrangerHereMyself［Ｌ］
［泪］酒のしずくは夢の泪（Ⅰ-2）

〇 〇

④セックスの虜のバラード
BalladevonderSexuellenH�origkeit［Ｄ］
［泪］新橋ワルツ（Ⅰ-3）

〇

⑤夜勤シフトの相棒に
BuddyontheNightshift
［泪］相棒ソング（Ⅱ-6）

〇

⑥『七つの大罪』よりNo.2高慢，No.5姦淫，エピローグ
・DieSiebenTods�unden・～No.2Stolz，No.52Unzucht,Epirog
［痂］使用予定→未使用

〇

⑦マイ･シップ
MyShip［L］
［痂］使用予定→未使用，※［裂］でも使用予定→未使用

〇 〇

⑧ナナの歌
Nana・sLied
［痂］使用予定→未使用

〇 〇

⑨難儀の歌
DasKiedvonderhartenNuss［H］
［痂］使用予定→未使用

〇

⑩もうあんたを愛してはいない
Jenet・aimepas
［痂］使用予定→未使用

〇 〇

⑪愚かな心
FookishiHeart［O］
［痂］使用予定→未使用

〇 〇

⑫シッケルグルーバー
Schickelgruber
［痂］使用予定→未使用

〇

⑬『イエスマン』No.2，3，5，13
・DerJasager・No.2，3，5，13
［痂］使用予定→未使用

〇

⑭西風
Westwind［O］
［痂］使用予定→未使用

〇

⑮デン･ヴィー･マン･ジッヒ･ベテット
DennWieManSichBettet［Ｍ］
［痂］日常生活のたのしみのブルース（Ⅰ-4）
※［裂］日常生活のたのしみのブルース（Ⅱ-8）再使用

〇 〇

備考：表1と2の作品名は次のとおり。
［Ｄ］三文オペラDerDreigroschenoper,［Ｆ］フローレンスの熱血漢TheFirebrandofFlorence,［Ｈ］ハッピー
エンドHappyEnd,［K］ニッカ･ボッカ･ホリディ KnickerbockerHoliday,［L］闇の女LadyintheDark,［LL］
ラブ･ライフLoveLife,［M］マハゴニー市の興亡AufstiegundFallderStadtMahagonny,［O］ヴィーナス
のワン･タッチ OneTouchofVenus,［裂］は『夢の裂け目』，［泪］は『夢の泪』，［痂］は『夢の痂』をあらわす｡
ヴァイル･メロディ収録CDは次のとおり。
レーニャ盤：ロッテ・レーニャ「ヴァイル ベルリン＆アメリカン･シアター･ソングス～ヴァイル作品集」（ソニー
レコード,SRCR-1884,1997）
オッター盤：アンネ･ゾフィー･フォン･オッター「スピーク･ロウオッター･シングズ･クルト･ヴァイル」（ポリドー
ル,POCG-1805,1994）
レンパー盤Ａ：ウテ･レンパー「ウテ･レンパー シングス･ヴァイル」（クラウン,TEC-1011,1989）
レンパー盤Ｂ：ウテ･レンパー･シングス･クルト･ヴァイル（ユニバーサル･ミュージック,POCL-3160,1993）



ロディを使った。台本執筆中の井上の手紙にはCD

に関して次のような記述がある。

（a）（筆者注．表1の⑬「人生は一度だけ」は）

まったく知られていません。現在のところアンネ･

ゾフィー･フォン･オッターというドイツのメゾソプ

ラノ歌手が『スピーク･ロウ』というタイトルの

CD（ポリドール POCG）で唄っているだけです。

もしお要りならもちろんお貸しいたします（2001

年3月29日第2便｡井上2013:109-110）。

（b）ロッテ･レーニャ（ワイル夫人）の・Sagaof

Genny・（筆者注．表1の⑦）のCDもお送りしてお

きます。もう下手くそで，こんどの出演者の方がた

ぶん上手なくらいです。ただ，ごまかしが下手で作

詞・歌譜どおりなので（聞くたび不快になりました

が），しかし大いに参考にする時がありそうなので，

フォン･オッターの方は，テープにコピーなさって，

お手数ですが，ご返送くださいますように（2001

年3月29日第3便。井上2013:111）。

（c）（筆者注．表1の⑩「ソロモン･ソング」につ

いて）ウテ・レンパーも唄っていますが，そして彼

女のが正しい速度だろうと思いますが，栗山さんと

宇野先生（筆者注．演出家栗山民也と作曲家宇野誠

一郎）でご相談の上，ワルツの感じが出るように少

し速めていただければ，楽子さん（筆者注．女優田

根楽子）も少し楽にお歌いになれるはずです（2001

年4月8日第1便。井上2013:131）

（d）・ANHANG・（筆者注．表1の⑮）の音源は，

すぐお送りします。たくさんの女性歌手が歌ってい

ますが，代表的なウテ･レンパー（十一番目の「あ

ら，考えてよ，ヤーコブ･シュミット」）とロッテ･

レーニャ（十六番目の「ハバナ･ソング」）のをお送

りします。

クルト･ワイルは使い回しの名人で，ひとつの曲

を，「三文オペラ」では『ハバナ･ソング』として使

い，「マハゴニー」では『あら，考えてよ，ヤーコ

ブ･シュミット』にして使っています（2001年4月

24日第1便。井上2013:165）

以上の記述から，井上はロッテ･レーニャLotte

Lenya（1898-1981），アンネ･ゾフィー･フォン･オッ

ター Anne-SofievonOtter（1955-），ウテ･レン

パーUteLemper（1963-）の3人の女性歌手によ

るヴァイルのCDを利用していたことがわかる。

（a）によればオッターが歌い『スピーク･ロウ』

というタイトルでポリドールから発売されたCDな

ら「スピーク･ロウ オッター･シングズ･クルト･ワ

イル」（ポリドール，POCG-1805，1994）が該当す

る。「人生は一度だけ」は六番目に収録されている。

レーニャは度々夫の作品を吹き込んでいるが（ス

ポトー1992:512），（d）により十六番目に「ハバ

ナ･ソング」を収録したCDなら「ヴァイル ベル

リン＆アメリカン･シアター･ソングス～ヴァイル作品

集」（ソニーレコード，SRCR-1884，1997）が該当

する。このCDは（b）で言及した・SagaofGenny・

も三番目に収録している。

（d）によればレンパーが十一番目に「あら，考え

てよ，ヤーコブ･シュミット」を収録した CDは

「ウテ・レンパー シングス・ヴァイル」（クラウン，

TEC-1011，1989）該当する。ただしこの CDは

（c）で言及した「ソロモン･ソング」を収録してい

ない。レンパーが歌う「ソロモン・ソング」は「ウ

テ･レンパー･シングス･クルト･ワイル」（ユニバー

サル・ミュージック，POCL-3160，1993）の四番

目に収録されている。なお，井上は「ハバナ･ソン

グ」＝「あら，考えてよ，ヤーコブ･シュミット」

の旋律に歌詞をつけてタイトルソング「夢の裂け目」

を作った。

次に井上が選んだヴァイル･メロディ（表1の①

から⑮まで）についてレーニャ盤，オッター盤，レ

ンパー盤A（「ウテ･レンパー シングス・ヴァイル」），

レンパー盤B（「ウテ･レンパー･シングス･クルト･

ワイル」）の収録状況を見ると次のとおりである。

井上が『夢の裂け目』に選んだヴァイル・メロディ

15曲は彼が言及した4枚のCDのうちのどれかに

収録されていた。その中でレーニャ盤は井上の好み

ではないが「大いに参考にする時がありそう」とい

うだけに劇中歌の原曲13曲を収録している。特に

「サガ･オブ･ジェニー」（『夢の裂け目』オープニン

グとフィナーレで歌う「しゃべる男」原曲）と「グ

リーン･アップ･タイム」（『夢の裂け目』第1幕フィ

ナーレで歌う「フツー人行進曲」原曲）を収録して

いるのはレーニャ盤だけである。ただしレーニャ盤

は「人生は一度だけ」や「ソロモン･ソング」を収

録していないので，井上は前者についてはオッター
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レーニャ盤収録曲 ：①②③④⑤ ⑦⑧⑨ ⑪⑫⑬⑭⑮

オッター盤収録曲 ： ②③ ⑥ ⑧ ⑬

レンパー盤Ａ収録曲： ② ⑤⑥ ⑨ ⑪ ⑮

レンパー盤Ｂ収録曲：① ④ ⑧ ⑩ ⑫



盤を，後者についてはレンパー盤Bを選んだのだ

ろう。

３．繰り返し使われたヴァイルのCD

井上の音楽劇ではヴァイル･メロディは「東京裁

判三部作」のみに選ばれ，それほどまでにヴァイル

は井上にとって特別な作曲家であった。井上が『夢

の裂け目』に選んだレーニャ盤，オッター盤，レン

パー盤Ａ，レンパー盤Bはコレクションの中でも

とっておきのCDと言えるだろう。したがってこの

４枚は『夢の泪』や『夢の痂』でも繰り返し使われ

ている。そこで表2では『夢の泪』と『夢の痂』

に選ばれたヴァイル･メロディについて前述の4枚

のCDの収録状況を調べてみた。

『夢の泪』では井上は構想段階で劇中歌に使用予

定のヴァイル･メロディを古川に提示することはな

かったが，最終的にはヴァイル･メロディ5曲を使っ

た（表2の①から⑤まで）。そのうち井上は「私は

異邦人」の旋律に歌詞をつけてタイトルソング「酒

のしずくは夢の泪」を作った。『夢の痂』では井上

は構想段階でヴァイル･メロディ 9曲を提示した

（表2の⑥から⑭まで，井上2013:289-290）。ヴァ

イル･メロディは『夢の裂け目』ではすべてオペラ

やミュージカルから選ばれたが，『夢の泪』と『夢

の痂』ではピアノ伴奏による歌曲（表2の⑤⑧⑩

⑫）も選ばれた。ただし『夢の痂』では井上は執筆

の大幅な遅れからヴァイル･メロディに基づく新曲

を断念せざるを得ず，『夢の裂け目』の劇中歌「日

常生活のたのしみのブルース」（原曲は「デン･マン・

ヴィー・ジッヒ・ベテット」）を『夢の痂』でも再

使用することになった（表2の⑮）。「夢の痂」と

いうタイトルソングは日の目を見なかった。当初，

井上は未使用のヴァイル･メロディを9曲も選んで

いただけにこの結果は残念である。それでも井上が

選んだヴァイル･メロディの収録状況を使用の有無

を問わずに見てみよう。

『夢の裂け目』に選んだヴァイル･メロディはレー

ニャ盤の収録曲が多かったが，『夢の泪』と『夢の

痂』に選んだヴァイル･メロディはオッター盤が9

曲を収録し，次いでレンパー盤Bが8曲を収録し

ている。しかし「イエスマン」No.6と10（表2の

①②）と未使用に終わったNo.2，3，5，13（表2の

⑬）はどの盤にも収録されていない。井上は古川に

「ワイルの教室オペラ（筆者注。「イエスマン」を指

す）の音源化はそう急がなくてもいいと思います。

自主カンヅメのときに楽譜を持って行きます」（井

上2013:193）と書き送ったことから考えて（「自

主カンヅメ」とは執筆に集中するため「東急ステイ

四谷」に籠もることを指す），「イエスマン」につい

ては井上は楽譜を持っているがCDを持っていなかっ

たのだろう。その場合，井上は楽譜の「音源化」を

依頼している。井上の言う音源化とは『箱根強羅ホ

テル』におけるチャイコフスキーの歌曲の事例が参

考になる。『箱根強羅ホテル』では井上はロシアの

作曲家チャイコフスキー（1840-1893）の歌曲を

使おうと考えて全歌曲の楽譜を入手し（1），その楽譜

を音楽スタッフの一員でピアニストの朴勝哲に渡し

て彼のピアノ演奏をMDに録音し，それを聞いて

原曲候補を選んでいた（井上2015:214，218，257-

258）。「イエスマン」の音源化もチャイコフスキー

の歌曲のやり方に倣ったと推測される。

４．ロジャースのCD，その他

『箱根強羅ホテル』では井上は構想段階で劇中歌

の使用予定曲を古川に提示したとき，楽譜と音源の

所蔵の有無も連絡した（井上2015：257-259）。そ

の中で井上が楽譜もCDも所有していたのはブロー

ドウェイ･ミュージカルの作曲家リチャード･ロジャー

スRichardRodgers（1902-1979）がローレンツ･

ハートRorenzHart（1895-1943）と組んだ初期の

歌曲のうち次の5曲であり，5枚のCDを選んだ。

ドーン･アプショウ DawnUpshaw（1960-）が

歌う「ザウ･スエル」（表3の①）のCDは「君の

瞳のきらめき シングス･ロジャース＆ハート」（ワー

ナーミュージックジャパン，WPCS-10244，1999）

が該当する。マット･デニスMattDennis（1914-

2002）が歌う「ミミ」（表3の②）のCDは「マッ

ト･デニス ロジャース＆ハートを歌う」（BMGファ

ンハウス，BVCJ-7463，1997）が該当する。「小さ

なホテル」（表3の③）のCDは，井上好みのブロー

ドウェイ･オリジナルキャストによる「オン･ユア･
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レーニャ盤収録曲 ： ⑪ ⑮

オッター盤収録曲 ：③ ⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫

レンパー盤Ａ収録曲： ⑦

レンパー盤Ｂ収録曲：③④⑤⑥ ⑧ ⑩ ⑭⑮
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表３．『箱根強羅ホテル』におけるロジャース・メロディ＆劇中歌

①ドーン･アプショウDawnUpshaw：ザウ･スエルThouSwell［Ｃ］
～君の瞳のきらめき シングス･ロジャース＆ハート
ワーナーミュージックジャパン,WPCS-10244,1999
［箱］日本料理をめしあがれ（Ⅰ-3）

②マット･デニスMattDennis：ミミMimi［L］
～マット・デニス ロジャース＆ハートを歌う
BMGファンハウス,BVCJ-7463,1997
［箱］未使用→［私］耳（プロローグ,エピローグ）

③ ｢オン･ユア･トーズOnYoerToes｣より小さなホテルThere・sASmallHotel
～OnYourToes（CastRecording）Verve,1997
［箱］未使用→［ロ］サハリン（Ⅰ-6）

④アニタ・オディAnitaO・Day：五ドルもうけたI・vegotFiveDollers［A］
～アニタ･オデイ･スウィングス･コール･ポーター＋ロジャース＆ハート･ウィズ･ビリー･メイ
ユニバーサル･ミュージック･ジャパン,POCJ-1914,1990
［箱］未使用

⑤ ｢ザ・ガールフレンドTheGirlfriend｣より｢ザ・ガールフレンド」［Ｇ］
［箱］まかふしぎなパジャマ（Ⅰ-2）

備考：［C］はAConnecticutYankee,［Ｌ］はLoveMeTonight,［A］はAmerica・sSweetHeart,［Ｇ］は

TheGirlfriend。［C］［A］［G］はミュージカル,［L］は映画のタイトルである｡

表４．『箱根強羅ホテル』におけるロジャース以外のメロディ＆劇中歌

①チャイコフスキー歌曲集（MD録音による）
（1）なぜ？（op.6-5）

［箱］未使用→［ロ］なぜか･･･（Ⅰ-8）
（2）子守唄（op.16-1）

［箱］鬼ヶ島の子守唄（Ⅰ-3，Ⅱ-5）
（3）春の始めの頃だった（op.38-2）

［箱］みんな人間よ（Ⅰ-1，Ⅱ-5）
（4）ひとりぼっち（op.6-1）

［箱］未使用→［ロ］ボードビルな哀悼歌（Ⅱ-15）
（5）ほんのちょっとの間だけ（op.38-4）

［箱］未使用
②「ひょっこりひょうたん島」，「ブンとフン」劇中歌（作詞：井上ひさし，作曲：宇野誠一郎，井上所有の音源による）
（1）なぞなぞソング［ひ］

［箱］箱根八里ソング（Ⅱ-4）
（2）グッド・オールド・デイズ［ひ］

［箱］ウォッカソング（Ⅰ－1）
（3）立志伝中の人物［ひ］

［箱］未使用→［痂］未使用
（4）盗みましょうよ［ブ］

［箱］未使用→［痂］未使用
③ドイツ民謡集7～ドイツ学生の歌（徳間ジャパンコミュニケーションズ，TKCC-15127，1998）より
（1）あの下の低地にはDruntenimUnterland

［箱］未使用
（2）酒宴の歌Festgelage

［箱］暗号歌（Ⅰ-2）
④ベートーヴェン全集第6巻 歌曲・民謡（講談社，KCB56-68，1990）より
（1）わたしの思い人Oh,thouartthelad（スコットランド民謡），WoO.108-11

［箱］未使用
（2）悲しくも不幸な季節Sadandlucklesswastheseason（アイルランド民謡），WoO.153-6

［箱］未使用
（3）ジュディ，類いまれなお前はJudy,lovely,matchlesscreature（アイルランド民謡），WoO.153-19

［箱］未使用→［痂］主務官の仕事は（Ⅰ-3）
（4）ああ，聖なる御方Osanctissima（シチリア民謡），WoO.157-4

［箱］困ったときには（Ⅱ-4）
（5）ゴンドラの歌LaGondolett（ヴェネチア民謡），WoO.157-12

［箱］未使用
（6）ああ，川よ，川AchB�achlein,B�achlein（ロシア民謡），WoO.158a-14

［箱］未使用
（7）森へ，いちごを摘みにUnsereM�adchengingenindenWald（ロシア民謡），WoO.158a-15

［箱］未使用→［私］おそらく･･･ソング（Ⅰ-3）

備考：［ひ］はひょっこりひょうたん島，［ブ］はブンとフンを示す｡

表3と4の［箱］は箱根強羅ホテル，［痂］は夢の痂，［私］は私はだれでしょう，［ロ］ロマンスを示す｡



トーズ」（Verve，1997）が該当するのではない

か（2）。アニタ･オディ（1919-2006）AnitaO・Day

が歌う「五ドルもうけた」（表 3の④）の CDは

「アニタ･オディ･スウィングス･コール･ポーター＋

ロジャース＆ハート･ウィズ･ビリー･メイ」（ユニバー

サル･ミュージック･ジャパン，POCJ-1914，1990）

が該当する。オディがロジャースとカップリングし

て吹き込んだコール･ポーターColePoter（1892-

1964）もブロードウェイ･ミュージカルの作曲家で，

一時期，井上は『箱根強羅ホテル』にポーター･メ

ロディを使うことも考えていたが（井上2015:214），

それはオディ盤からの発想であろう。なお，井上は

台本執筆中に「ザ･ガールフレンド」（表3の⑤）

を追加し，楽譜とCDを古川に送った（井上2015:

312）（3）。以上 5曲のうち実際に使用されたのは

「ザウ･スエル」，「ザ･ガールフレンド」の2曲であ

る。

ロジャースの楽譜については，井上は手紙に

「THEBESTOFR＋H」，「ミュージカル･アンソロ

ジー」と記している。前者は「THEBESTOF

Rodgers＆ Hart」（表3の⑤をのぞく4曲収録），

後者は「RodgersandHartAMusicalAnthology」

（表3の全5曲収録）で，2冊ともハル･レナード

HalLeonard社から出版された。

表4には『箱根強羅ホテル』の劇中歌に使用さ

れたヴァイル以外のメロディを挙げる。チャイコフ

スキー歌曲集（表4の①）の音源は前述のように

MD録音である。創作用にわずか5曲を選ぶのに

井上は全歌曲の楽譜を入手して録音する手間をかけ

たのであり，さらに劇中歌に使用されたのは「子守

唄」，「春の始めの頃だった」の2曲だけであった。

井上は放送作家時代に手掛けた『ひょっこりひょ

うたん島』と『ブンとフン』からも劇中歌4曲を

選んだ（表4の②。すべて作詞は井上ひさし，作

曲は宇野誠一郎）。そのうち，井上は楽譜について

は「なぞなぞソング」のみ，音源については4曲

すべて所蔵というが，一般向けには『ひょっこりひょ

うたん島』も『ブンとフン』も劇中歌はごく一部が

CD化されているにすぎない。それでも『ひょっこ

りひょうたん島』の「グッド･オールド･デイズ」と

「立志伝中の人物」は「ひょっこりひょうたん島ヒッ

ト･ソング･コレクション（オリジナル版）」（ソニー

ミュージックハウス，MHCL-246～247，2003）に

収録されている。また「なぞなぞソング」の楽譜は

『ひょこりひょうたん島6海賊キッドの宝の巻（上）』

（ちくま文庫，1991）に，「グッド･オールド･デイ

ズ」の楽譜は『ひょっこりひょうたん島9魔女リ

カの巻（下）』（ちくま文庫，1991）に収録されてい

る。『ブンとフン』劇中歌「盗みましょうよ」は「宇

野誠一郎作品集Ⅱ」（ウルトラヴァイヴ，CDSOL-

1099，2004）に収録されている。以上4曲のうち

実際に使用されたのは「なぞなぞソング」，「グッド･

オールド･デイズ」の2曲である。

「ドイツ民謡集7～ドイツ学生の歌」（表4の③，

徳間ジャパンコミュニケーションズ，TKCC-15127，

1998）からは井上は2曲を選び（楽譜は所蔵せず），

このうち「酒宴の歌」のメロディに歌詞をつけて

「暗号歌」を作った。「酒宴の歌」を聞けば「暗号歌」

の「タララン」と「タララ」という合いの手は原曲

のものをそのまま生かしたことがわかる（「暗号歌」

井上の手書き楽譜参照。井上2015:198）。

「ベートーヴェン全集第6巻」（表4の④，講談

社，KCB56-68，1990）に関して，日本ではこの

CDの発売によってベートーヴェンの編曲民謡をま

とめて聞けるようになった。井上は早々にこのCD

全集を入手して（井上2009：141）すでに『太鼓

たたいて笛ふいて』（2002年7月25日こまつ座初

演）では１曲，『円生と志ん生』（2005年2月5日

こまつ座初演）では 3曲を劇中歌に使っていた

（坂本2013）。引き続き『箱根強羅ホテル』でも7

曲も選んだが，実際に使ったのは「ああ，聖なる御

方」1曲のみであった（楽譜は所蔵せず）。

表3と4によれば，『箱根強羅ホテル』では未使

用に終わっても『箱根強羅ホテル』以後に初演され

た音楽劇で劇中歌に使われたメロディが散見する。

表3のロジャースでは「ミミ」が『私はだれでしょ

う』（2007年1月22日こまつ座初演）で使われ，劇

中歌のタイトルも「耳」とした。「小さなホテル」

は『ロマンス』（2007年8月3日こまつ座＆シス･

カンパニー初演）で「サハリン」となった。表4

のうち，チャイコフスキー歌曲は『ロマンス』（チャ

イコフスキーと親交があった劇作家アントン・チェー

ホフ（1860-1904）を主人公にする）に2曲使われ，

「なぜ？」は「なぜか･･･」となり「ひとりぼっち」

は「ボードビルな哀悼歌」になった。ベートーヴェ

ンでは「ジュディ，類いまれなお前は」は『夢の痂』

（2006年6月28日新国立劇場座初演）で「主務官

の仕事は」になり（井上の手書き楽譜参照。井上
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2013:274），「森へ，いちごを摘みに」は『私はだ

れでしょう』で「おそらく･･･ソング」になった。

もちろん，『箱根強羅ホテル』で使わなかったメロ

ディを別の音楽劇で使おうと図っても未使用に終わっ

たケースもある。「立志伝中の人物」（ひょっこりひょ

うたん島）と「盗みましょうよ」（ブンとフン）は

『箱根強羅ホテル』同様，『夢の痂』でも未使用に終

わった。

５．CDは音楽劇創作のツール

『夢の裂け目』以後，井上は「劇中歌リスト」を

作成して劇中歌のオリジナル･メロディを公表した

が，劇中歌リストは彼の選曲作業の結果だけを示す

ものである。一方，井上の手紙によれば彼は構想段

階で「音楽設計」（井上2015:218）と称して劇中

歌のオリジナル･メロディの候補曲の楽譜やCDを

古川に提示した。その際，井上は候補曲を多めに選

んでプールしておき，台本を執筆する中でメロディ

を取捨選択しながら言葉をあてはめて劇中歌を作る

（井上は「作詞頭」になると言う。「作詞頭」とは音

楽劇のセリフを書くときの「台詞頭」に対する井上

独特の言い方である。井上2015：320）。さらに必

要であれば新たにオリジナル･メロディを探し出し

て劇中歌を作る。せっかく選んでも未使用に終わる

メロディもあるが，その中から井上は次回以降の音

楽劇の使用予定曲に選び劇中歌を作ることもあった。

このように劇中歌の完成までには大変な労力と紆余

曲折があることが明らかになった。そして，劇中歌

のオリジナル・メロディに使用された楽曲のうちヴァ

イル，ロジャース，ドイツ学生歌，ベートーヴェン

編曲の西洋民謡は井上のCDコレクションからの選

曲であること，さらにヴァイルとロジャースについ

ては楽譜も所蔵していたこと，チャイコフスキーに

ついては全曲の楽譜を入手し，録音してから選曲し

たことが確認できた。

井上にとってCDは音楽劇の創作に欠かせないツー

ルであり，彼は職人が愛用の道具箱から作業に叶っ

た道具を選ぶようにCDラックから最適の一枚を選

び劇中歌を作ったと想像される。しかし，新国立劇

場は「・唄を歌う・という前提で俳優を選んでいな

い」（井上2013:172）ので古川は作者と役者たち

の間に立って苦労することになった。歌が専門では

ない役者たちには，井上がヴァイルのオペラやミュー

ジカルばかり選んだり，チャイコフスキーの芸術歌

曲とロジャースのミュージカル・ナンバーとドイツ

の学生歌とベートーヴェン編曲の西洋民謡をワン・

ステージに詰め込むのはあまりにもマニアックな選

曲であった。『箱根強羅ホテル』では井上自身が

「またもや稽古場を地獄にしてしまいました」（井上

2015:376）と言い，扇田昭彦は「俳優たちの演技

と歌はまだ十分に仕上がっていないという印象を受

けた」と初演を評した（井上2010：732）。これは

遅筆堂を自称する井上の台本と劇中歌の完成が遅れ

て稽古時間が少なかったのが直接の原因ではあるが，

「地獄のナンバー」はCD収集家であり，そのCD

を活用する劇作家でもある井上の音楽劇を役者が演

じるときについてまわる宿命的な課題なのである。

ちなみに「東京裁判三部作」は2010年になって再

演されたが『箱根強羅ホテル』の上演は初演のみで

途絶えている。

注．

（1）チャイコフスキーの全歌曲の楽譜が必要となる

と日本の出版社の楽譜では用が足りず，ユルゲン

ソン版の歌曲集を入手する必要がある。ユルゲン

ソン Jurgenson,PeterIvanvich（1836-1903）

はロシアの出版業者でチャイコフスキーと親交が

あった。

（2）井上は「ミュージカルのブロードウエイ初演出演者
オリジナル・キャスト

レコードをせっせと集め」（井上1992:113）てい

たという。

（3）「ザ･ガールフレンド」についても井上は所蔵の

楽譜とCDを古川に送っていた（井上2015:312-

313）。歌手やレーベルの情報がないために CD

は特定できなかったが，参考までに「Rodgers

＆HartVolume1」（OriginalCastRecording,

Pearl,2001）は「ザ･ガールフレンド」を収録し

ている｡
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